
食の魅力開発プロジェクト

和泉 翼／農政課／任期：令和3年5月～ (2年目)

ミッション
内容

みはらしファームの新商品開発
地元農産加工品のPR、販売

令和4年度
おもな
活動成果

◆朴葉巻き「ほおばってみらし」の開発
300房分(1,500個）販売

◆フルーツピクルス（ブルーベリー）の開発
50本販売

◆豆腐の移動販売・製造

来年度
・卒後

規格外の野菜・果物をリサイクルし6次産業化
ハンバーガー&コーヒーショップでの起業



◆朴葉巻き「ほおばってみらし」の開発

・みはらしファームで唯一フルーツが取れないのが６月、梅雨の時期でもある
・木曽の地域はこの時期、朴葉巻きがよく売れている

・木曽の名物ではあるが伊那でも朴葉は収穫出来る
・そのまま真似るのではなく、伊那の朴葉巻きとしてオリジナルの生地、餡子にする

１房に５種類の餡子（つぶあん、かぼちゃ、ずんだ、いちご、栗)

生地は大福の生地をベースにもちもち感を追求
ネーミングは『ほおばってみらし』として売り出す
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包装紙ラフデザイン

完成品
ポイント

・包装紙に朴葉巻きの歴史、開発の経緯、オススメの食べ方を記載
・新聞風の読み物にして食べた後も楽しんでもらう
・4分割出来るデザインにし、1房（5個セット）でもバラでも1枚の包装紙で対応可能
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１房でも、、、

バラでも、、、

↑バラの包装例
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フルーツピクルス（ブルーベリー）の開発

・冬場がメインの漬物加工場の夏場の有効活用
・旬の時期が終わってもフルーツを楽しんでもらう

氏名 ／ 所属部署 ／ 任期：令和X年XX月～ (〇年目)
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◆来年度の活動
・みはらし豆腐を続けてもらう為にもPRをして販売個数をあげる
・2023年に審査員特別賞を受賞したおぼろ豆腐を全国に届ける
・みはらしで収穫できる野菜、果物の規格外品を
買取り6次産業化として商品化する

◆卒後の展望
自家焙煎コーヒーショップとハンバーガーショップのオープン
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